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概要情報 

農林水産業システムの名称 

 三方五湖の汽水湖沼群漁業システム 

日本農業遺産の認定年月日 ： 平成３１年２月１５日 

認定団体 

・団 体 名：三方五湖世界農業遺産推進協議会 

・組織構成：福井県、美浜町、若狭町、美浜町漁業協同組合、南西郷漁業協同組合、鳥浜

漁業協同組合、海山漁業協同組合、敦賀美方農業協同組合、れいなん森林組

合、一般社団法人若狭美浜観光協会、一般社団法人若狭三方五湖観光協会 

認定地域の位置 

・認定地域名： 

 福井県三方五
み か た ご

湖
こ

地域（美浜町、若狭町 ２町） 

・認定地域の位置に関する説明： 

日本の中央部、福井県の西部に位置す

る。水でつながる湖沼群は北側が日本

海につながる。 

・地理座標（緯度経度）： 

 35°35'00.0"N、135°53'00.0"E  

主要都市から認定地域までのアクセス 

・ＪＲ東京駅から新幹線、特急列車等で４時間 

・ＪＲ大阪駅から特急列車等で２時間 

面積 

 46.47 ㎞ 2 

地形的特徴 

 断層活動と砂州によって形成され、海と森が水でつながる湖沼群。江戸時代に災害を回

避するために開削された運河により低地帯が生まれた、人と自然が生みだした景観が特徴。 

気候区分 

 世界：温暖湿潤気候（ケッペンの気候区分）、日本：日本海側気候 

人口（うち受益者） 

 7,937 人（7,937 人）/漁業人口 188 人 

主な生計源 

 農林水産業、観光業 

三方五
み か た ご

湖
こ

 敦賀市 

若狭町 

美浜町 

滋賀県 

小浜市 

日本海 
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農林水産業システムの概要 

 三方五湖の漁業の歴史的背景は江戸時代に遡り、当湖産の「若州（じゃくしゅう）

うなぎ」や「シジミ」は日本最高級の汽水産物として京都へと運ばれ、当湖の漁業価

値を高めてきた。現在、１８８名の漁業者がコイ、フナ、ウナギなどを年間約２０ｔ

漁獲している。漁獲魚の約３割は地域の家庭消費、約７割は加工・飲食業に活用し年

間約５万人の観光客にご当地食として提供している。 

 

 当システムの対象地域は、４００年前から継承される「たたき網漁」などの伝統漁

法を行う５つの湖と漁村、漁獲魚を直売する近隣農村、不安定な漁業収入を補う里地

の水田と梅林、「柴漬け漁」に使用される柴を確保する里山が連環する特徴的なラン

ドスケープを形成する地域的まとまりとして、両町１０８集落のうち約２割にあたる

２２集落に絞り込んでいる。 

 

  当システムには日本を代表する３つの独創的な特徴がある。 

 １点目は、社会経済的組織である湖を単位とした漁業組合活動により漁業者の生計

を保障し、湖の農業生物多様性を保全している点である。漁業者間の利権争いや一部

の大量漁獲といった問題を将来への漁業存続の危機と捉え、明治時代にはいち早く湖

単位に協同組合を立ち上げた。漁法のルール化や技術開発、組合間の相互監視による

資源保全を積極的に行い、適度な漁獲によって６３種という生息魚種が示す豊富な生

物多様性を保全している。さらに、干拓などの開発計画や水質悪化に対し、住民を巻

き込んで克服してきた。 

 

２点目は、地域の食文化を活用した魚の直売・加工・販売や飲食業により収入を確

保してきた点である。三方五湖の漁業に携わる漁業者は、捕獲した魚介類を近隣農村

への直販、自ら加工・販売するなどの６次産業に取り組み、漁業の付加価値を自ら高

めてきた。また、漁業に加え、飲食店や民宿を経営してフナやウナギなどの料理を提

供し、多くの人に食べてもらうために鮮度や味などの工夫を重ねてきた。特にウナギ

は、現在も最高級ブランドとして、全国各地からその味を求めて多くの人が訪れる。 

 

 ３点目は、度重なる水害から速やかに回復できる漁具の開発や収入が不安定な漁業

を補う水稲や梅の栽培など漁業者の工夫を知識システムとして発展させてきた点で

ある。当地域は、度重なる水害を受け、船や漁具の破損による経済損失を被ってきた。

漁業者は、破損してもすぐに漁業を再開できるように漁具を小さくし、また、漁業の

収入が途絶えた時のリスク分散として水稲や梅栽培との複合により、生計被害を最小

限に留め、水害から速やかに回復してきた。 
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認定基準の各項目に係る農林水産業システムの説明                

 

１ 世界及び日本においての重要性 

（１）“汽水域”で特長ある漁法を発達させた三方五湖の漁業システム 

 「三方五湖の汽水湖沼群漁業システム」（以下、当システムという）は、４００年以

上の歴史を持つ漁法により営まれる漁業システムである。 

 水害、埋め立てや水質悪化など漁業存続への様々な危機に対し、漁業者自らが敢然と

立ち向かい、危機を乗り越えてきた活動である。 

 汽水域が本来持つべき多様で大量な魚介類を育む機能と人類の食料源を確保する役

割に対し、持続的な漁業システムのモデルとして、日本あるいは世界に提言するもので

ある。 

 

 （当システムの歴史的背景） 

 三方五湖の漁業の歴史的背景は江戸時代に遡り、当湖産の「若州うなぎ」や「シジミ」

は日本最高級の汽水産物として京都へと運ばれ、当湖の漁業価値を高めてきた。その漁

業価値は現代に活用され、１８８名の漁業者がコイ、フナ、ウナギなどを年間約２０ｔ

漁獲し生計を立てている。漁獲魚の約３割は地域内の家庭消費、約７割は加工・飲食業

に活用し、年間約５万人の観光客に地域ブランド食として提供するなど、昔も今も変わ

らぬ重要性を有する。 

 

 （当システムの定義） 

 当システムは、三方五湖の固有な地形や漁業資源などに適応しながら発達させた「た

たき網漁」（写真１）を代表とする特異な漁法により営む漁業システムである。 

 たたき網漁は４００年以上の歴史がある（地元に残る吉田家文書（１６０９年（江戸

時代 慶長１４年））等による）。当システムは、汽水湖沼群と周辺集落が食文化や信仰

などに影響を受けながら、汽

水域で育まれる農業生物多様

性を活用し、かつ、守りながら

漁業を持続してきたシステム

である。 

 

 

 

 

 

 
 

写真 1 たたき網漁（三方湖） 
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 （世界の類似するシステムと比較した当システムの世界的重要性） 

 当システムは、汽水域の漁獲による共有資源の減少、水害、水質悪化や開発などの危

機に対して、漁業者自らが地域住民とともに克服し、人類の食料源の持続的な確保や豊

かな漁業資源を有する汽水域のあるべき姿を示すモデルとして世界的に重要である。 

 

 東南アジアやアフリカ諸国では、当システムと類似する小規模で自給的な漁業が行わ

れてきた。しかし、近年、需要の拡大に伴う底曳き網漁など選択性のない大量漁法によ

る乱獲や、東南アジアのマングローブ林におけるエビ養殖場の大規模造成に伴う過度な

富栄養化など、汽水域漁業は持続危機に面している。 

 当システムでは、湖を単位とした協同活動により漁獲量や漁法、漁期などの行動規範

を定め、６３種の魚種のうち８種にシジミ等の３種を加えた一部の魚介類を選択的に利

用し、コイやフナを獲る小規模な刺し網漁（たたき網漁）やウナギ筒漁など小魚を混獲

しない漁法を行っている。さらに、埋立計画や水質悪化に対して漁業者が地域住民を巻

き込み克服してきた。このシステムは、諸国の類似するシステムと比較して特異性及び

重要性を有する。 

 

 ＦＡＯは、「責任ある漁業のための行動規範」において、「湿地帯、マングローブ、リ

ーフ、ラグーン、幼魚生育場、産卵場のような海洋及び湛水生態系における最重要なす

べての資源の生息域は保護され、可能な限り、かつ、必要な場合には、回復されるべき

である。とりわけ、漁業資源の健全性、生育能力に脅威を与えるような破壊、劣化、及

び人間の破壊活動に由来する重大な影響から、その生息域を保護することに努力が払わ

れるべきである。」としている。 

 

 当地域においては、ＦＡＯの提唱する「責任ある漁業のための行動規範」を１００年

以上前から自ら実践し、漁業システムとして構築してきたことは、世界的な重要性を有

している。 

 

 さらにこの活動は、国際連合が定めるＳＤＧｓの目標１４「海の豊かさを守ろう」、

目標１５「陸の豊かさも守ろう」と理念を一致し、持続可能な開発の課題を国際的に共

有するものである。 
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（危機を乗り越えてきた当システムの３つの特長） 

その主な特徴は、「湖を単位とした漁業協同活動による漁業者の生計の保障と農業生

物多様性の保全」、「地域の食文化を活用した魚の直販・加工・販売や飲食業による収入

の確保」、「度重なる水害から速やかに回復できる漁具の開発や不安定な漁業収入を補う

水稲や梅の栽培などの漁業者の工夫」の３点である。 

 

○湖を単位とした漁業協同活動による漁業者の生計の保障と農業生物多様性の保全 

漁業者間の利権争い、一部の大量漁獲などの問題を将来への漁業存続の危機と捉え、

明治時代にいち早く湖単位に協同活動を立ち上げた。漁法のルール化や技術開発、組合

間の相互監視により共有資源を管理してきた。湖の水深や湖底形状に合わせて漁業者が

考案した独自漁法である「たたき網漁」などによる適度な漁獲によって６３種という生

息魚種が示す豊富な生物多様性を保全している。さらに、大正６年などには「干拓計画」

が起き、漁業者が一丸となり、さらに地域住民とも力をあわせ、干拓計画を阻止した（福

井県内水面漁業協同組合連合会、１９８２年（昭和５７年））。 

 

○地域の食文化を活用した魚の直販・加工・販売や飲食業による収入の確保 

 三方五湖の周辺集落にはコイやフナを食べる食文化がある。漁業者は、捕獲魚を近隣

集落や飲食店などへ直販している。また、自ら加工販売する６次産業に取り組み、漁業

の付加価値を高めてきた。さらに、漁業に加え、飲食店や民宿を経営してフナやウナギ

などの料理を提供し、多くの顧客を確保するため鮮度や味などの工夫を重ねてきた。特

にウナギは最高級ブランドであり、全国からその味を求め約５万人が訪れる。 

 

 

写真 2 三方五湖と周辺地域 

水月湖 

三方湖 
菅湖 

日向湖 

日本海 

久々子湖 
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○度重なる水害から速やかに回復できる漁具の開発や不安定な漁業収入を補う水稲や

梅の栽培などの漁業者の工夫 

当地域は、度重なる水害を受け、船や漁具の破損による経済損失を被ってきた。漁業

者は、破損してもすぐに漁業を再開できるように漁具を小さくし、また、漁業の収入が

途絶えた時のリスク分散として水稲や梅栽培との複合により、生計被害を最小限に留め、

水害から速やかに回復してきた。漁業者の工夫が地域発展の原点でもある。 

 

（改善する三方五湖の水質） 

 三方五湖は全国の汽水域と同様に、１９６５年（昭和４０年）代以降、富栄養化など

の水質汚濁の問題を抱えてきた。 

しかし、漁業者が住民、研究機関、行政を先導した多様な主体の参画による美化活動

や浄化施設の整備などにより、水質改善は進んできている。 

 福井県衛生環境研究センターのモニタリング調査（１９８８～２０１３年（昭和６３

～平成２５年））において、２００１年（平成１３年）以降、水質改善の指標であるｐ

Ｈの低下、植物プランクトンの減少を報告しており、水質は改善してきている（図１）。

さらに、水質の良いところでしか繁殖しないヒシや藻類が見られている。 

 漁獲の中心となっているウナギやコイなどの生育は良好であり、魚類にとって適度な

栄養状態となっている。現在の三方五湖は、豊かな魚種を育む水質となっている。 

 

 

 

 

 

 

  

図 1 三方五湖における水質の変化 

（左：植物プランクトン 右：pH） 
引用：「経年変化から見た夏季三方五湖の 

水質評価（Journal of Fisheries  

Technology 7（2）」（福井県衛生環境研究 

センター、2019 年（平成 27 年）） 
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（２）本認定における汽水湖沼群での伝統的な漁業を営む地域と特徴 

 当システムは、それぞれの地史的な成因の違いによる水深の違いと海からの距離によ

り、汽水の塩分濃度の違いがある５つの「汽水湖沼群」で営んでいる。 

山から海につながる連続した湖より構成される汽水湖沼群という地理的特徴や、湖を

拠り所とする地域の神社信仰が漁業システムに強く影響を与える社会的特徴がある。 

 

（当システムの対象地域の絞り込み） 

 当システムの対象地域は、両町１０８集落のうち約２割にあたる２２集落である。こ

の地域は、４００年前から継承される「たたき網漁」などの伝統漁法を行う５つの湖と

漁村、漁獲魚の直売先である近隣農村、そして不安定な漁業収入を補う里地の水田と梅

林や「柴漬け漁」に使用される柴を確保する里山が連環する、特徴的な地域的まとまり

である（図２）。 

 湖・・・三方湖、水月湖、菅湖、久々子湖、日向湖 

 漁村・・鳥浜、海山、久々子 

 加工販売する集落・・・・鳥浜、海山 

 地域内消費する集落・・・（美浜町）日向、早瀬、久々子、矢筈、金山、松原、大薮、 

気山、郷市、河原市、南市 

            （若狭町）鳥浜、館川、北前川、南前川、成出、田井野、 

                 海山、向笠、気山、苧、上瀬 

 柴を採取する里山 ・・・鳥浜をはじめとする三方五湖周辺の里山 

 

図 2 当システムの対象地域 
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 （漁業システム形成に影響を与える地理的特徴－海と山が水でつながる汽水湖沼群－） 

当システムの形成に影響を

与えた地理的特徴は、三方湖

をはじめとする５つの湖から

構成される汽水湖沼“群”であ

る。それぞれの湖の地形と汽

水塩分濃度など自然環境が異

なり、さらに、湖沼群は日本海

から流入河川（はす川）まで水

でつながる（図３）。 

三方五湖の形成は、４０万

年の長い間の沈降によるもの

で、リアス式構造の水深の異

なる５つの湖は地形的に独立

した地理的特徴があり、各湖の塩分濃度の違いが多種な魚類を生んでいる。 

三方五湖は、三方郡美浜町と三方上中郡若狭町にまたがって位置する５つの湖の総称

である。三方五湖は、若狭町にある三十三間山（標高８４２ｍ）を源とする二級河川早

瀬川水系（流域面積９４ｋｍ2）の下流に位置し、上流側から、概ね淡水を湛える三方湖、

汽水を湛える水月湖、菅湖、久々子湖、及び海水を湛える日向湖で構成する。 

 三方五湖の５つの湖はそれぞれの成因が異なり、各湖が地形的に独立している。三方

湖、水月湖、菅湖、日向湖は断層活動、久々子湖は砂州により形成されている。三方湖

は、河川からの土砂等の流入による堆積で水深が数メートル程度と比較的浅い。水月湖、

菅湖は目立った流入河川がなく、水深が数十メートル程度と深い。また、海からの距離

の違いは、湖水の塩分濃度の違いを生んでいる。上流の三方湖は概ね淡水、海と直接つ

ながる久々子湖は塩分濃度が高い汽水、三方湖と久々子湖の中間に位置する水月湖と菅

湖は中間的な塩分濃度となる。 

 

 （漁業システム形成に影響を与える気候的特徴 

   －冬季低水温を活用した漁法－） 

 当地域は暖流である日本海流の影響を受ける

温暖な地域である。３０ｃｍ程度の降雪がある

が、湖面が凍ることのない気候的特徴を活かし、

冬季間の漁業を発展させた。冬季の冷え込みに

より、水深が２．５ｍ程度と浅い三方湖ではフ

ナやコイの活性が緩慢となる。「たたき網漁」は

この習性を活用した漁法である（写真３）。  

 

図 3 三方五湖の汽水湖沼群の漁業システムに 

影響を与える湖の地形と水の塩分濃度 
資料：篠塚ほか（2017 年（平成 25 年）） 

 

写真 3 冬季、水温の低下で活性の

低いフナ・コイを水面を叩いて

驚かせて捕獲するたたき網漁 
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（漁業システム形成に影響を与える社会経済的特徴 

－三方五湖ブランドの水産物と祭礼－） 

 当システムの形成に影響を与えた社会経済的特

徴は、「若州うなぎ」に代表される三方五湖産のブラ

ンド価値である。また、湖の周辺集落に祀る神社の

氏子は漁業者と重なり、漁業のルールや慣習に大き

な影響を与えてきた。 

 三方五湖では、江戸時代には「若州うなぎ」、現在

は「口細青うなぎ」と呼ばれる、汽水湖特有のうま

味をもった水産物を活かして漁業を発達させてき

た。若州うなぎは、江戸時代には全国でもその名が

知られる存在であり、高付加価値をもって高値で取

引された。さらに、汽水湖で獲れたうま味の濃い三

方五湖産のフナやコイも、かつては高値で京都にも

出荷され、三方五湖の漁業は、昔も今も湖辺地域の

重要産業である。 

 さらに、三方五湖の漁業は、湖の周囲で祀られる神社祭礼と深い関係をもつ（写真４）。 

江戸時代においては、漁業権をめぐる争いが絶えず、争いをおさめるためには神仏の

役割が重要であったことは言うまでもない。 

三方五湖周囲の集落では、宇波西神社、鳥浜加茂神社、多由比神社など、湖とのつな

がりの深い神社を祭り、祭事を行う際の集落の役割が決められている。 

これら湖辺に立地する神社の祭礼では、地域の食料生産の祈願として、湖で獲れたフ

ナ、コイなどを供物として献上する。こうした祭礼は、湖からの恵みという生計の糧を

守るために重要な行事であった。  

 
写真 4 漁業と深く関わる湖辺

集落の祭事（宇波西神社の

例） 
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２ 認定地域の特徴 

（１）食料及び生計の保障 

１－１）湖畔の人々のくらしを支える漁業と農業 

 ①当システムと関わる湖を単位とした漁業協同活動 

 （協同活動の成り立ち） 

三方五湖には、最上流湖から河口までわずか８ｋｍの間に４つの組合が存在する。 

江戸時代、当地の水産物は京都において最高級ブランドとして高く評価され、地域経

済を支えてきた。しかし、漁業者間の利権争いや一部の大量漁獲といった問題が長く続

いてきた。こうした状況を将来への漁業存続の危機と捉え、明治時代には湖単位に協同

組合を立ち上げた。 

漁法のルール化や技術開発、組合間の相互監視による資源保全を積極的に行い、現在

の協同組合活動に引き継いでいる。 

 

 （漁業者密度が高い三方五湖の漁業） 

 ４つの組合の組合員数は、三方湖を管理する鳥浜漁業協同組合で１０４人、水月湖と

菅湖を管理する海山漁業協同組合で３１人、久々子湖を管理する南西郷漁業協同組合・

美浜町漁業協同組合で５３人である。当システムに関わる組合員数の合計は１８８人で

あり、１人あたりの単純平均漁業面積はきわめて小さい（表１）。資源に対して漁業者

が過多となるこのような状況では、漁獲しすぎとなり資源枯渇につながるが、当システ

ムにおいては漁業者間で捕りすぎないルールを設け共有資源を管理してきた。 

 

 

 

 

表 1 当システムと関わる漁業協同組合の組合構成員数（平成２７年度） 

湖沼 組合名称 組合員区分 組合員数（人） 湖面積（人数あたり面積） 

三方湖 鳥浜漁業協同組合 

正組合員 29 

3.5km2 （0.03 km2/人） 準組合員 75 

小 計 104 

水月湖・菅湖 海山漁業協同組合 正組合員 31 5.1km2 （0.16 km2/人） 

久々子湖 
南西郷漁業協同組合 正組合員 44 

1.3km2 （0.02km2/人） 
美浜町漁業協同組合 正組合員 9 

合  計 
正組合員 113 

9.9km2 （0.04 km2/人） 
準組合員 75 

注 ：美浜町漁業組合においては、内水面漁業（久々子湖、日向湖）に関する組合員を抽出。 

資料：福井県漁業協同組合総覧（福井県漁業協同組合連合会、2015 年（平成 27 年度）） 
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 （三方五湖における漁業による経済効果） 

 当システムで漁獲した魚は公設市場には出荷せず、地域内で消費するものが大半であ

る。漁獲した魚は、湖周辺集落や飲食店へ直売するほか、漁業者が経営する加工場、飲

食店や民宿で活用している。 

 漁業者１８８名の大半は販売顧客をもっており、コイ、フナ、シジミなどは直売され、

販売額は約５千万円（推計）となっている。また、地域の伝承料理であるコイの甘露煮

やテナガエビの佃煮などの加工品販売や飲食店・民宿での利用額は約１億円（推計）と

なっている。 

 一日の漁獲量は、顧客からの注文や飲食店等の使用量により決定し、必要以上の漁獲

は行なわず資源管理を徹底している。 

 主要産物のウナギやフナは飲食店や民宿で料理に加工され、高い付加価値をつけて販

売される。口細青うなぎのかば焼きやフナの刺身は最高級ブランドとして評価され、全

国からの年間約５万人の客を魅了している。 

 

 （三方五湖における漁業の統計） 

 三方五湖では、鳥浜漁業協同組合をはじめ、４つの漁業協同組合が湖の漁業に従事し

ている。湖での漁獲のうち、漁獲量として多いのはコイ、フナ、ウナギ、エビ、シジミ

であり、２０１４年（平成２６年）の漁獲量ではフナが最も多く（６，５００ｋｇ/年）

であり、次いで、シジミ（６，３００ｋｇ/年）、コイ（５，０５０ｋｇ/年）、ウナギ（１，

０４０ｋｇ/年）と続く（表２）。 

 

 

 

表 2-1 三方五湖における漁獲量の推移 

 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 

コイ 20,980 20,220 19,420 19,790 21,130 19,018 15,770 16,000 15,500 14,300 

フナ 16,005 15,295 14,665 15,280 16,305 14,800 14,940 15,200 12,680 13,700 

ウナギ 1,163 1,098 1,081 1,057 1,150 1,400 1,920 2,040 1,950 1,960 

ワカサギ 23 18 10 10 17 10 10 20 20 10 

エビ 3,050 3,250 3,116 398 545 2,240 5,380 5,560 4,565 3,180 

モロコ 0 0 0 0 0 5 5 10 15 13 

アユ 120 120 120 80 80 120 100 100 100 100 

ハゼ 850 850 850 350 445 490 450 410 225 230 

ボラ 90 70 90 80 70 60 50 60 50 60 

シジミ 2,000 1,650 1,350 1,050 900 950 1,260 1,960 3,410 5,410 

エムシ 9 10 11 8 7 9 7 8 8 7 

合計 44,290 42,581 40,713 38,103 40,649 39,102 39,892 41,368 38,523 38,970 

資料：福井県内水面漁業協同組合連合会 60 周年記念誌『60 年のあゆみ』（福井県内水面漁業協同組合連合会、2012 年

（平成 24 年））、福井県水産課 

年度 
魚種 

（単位 ㎏／年） 
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表 2-2 三方五湖における漁獲量の推移 

 H21 H22 H23 H24 H25 H26 

コイ 11,500 9,500 9,000 8,000 7,100 5,050 

フナ 13,600 11,800 12,100 11,300 9,600 6,500 

ウナギ 2,000 1,630 2,000 1,650 1,380 1,040 

ワカサギ 6 3 3 5 5 5 

エビ 2,090 1,595 1,550 1,050 1,030 530 

モロコ 10 5 5 5 
 

5 5 

アユ 70 70 50 5 5 5 

ハゼ 90 265 200 220 180 90 

ボラ 40 35 20 25 21 0 

シジミ 7,605 8,300 7,000 7,103 6,100 6,300 

エムシ 6 8 6 7 5 3 

合計 37,017 33,211 31,934 29,370 25,431 19,528 

資料：福井県内水面漁業協同組合連合会 60 周年記念誌『60 年のあゆみ』（福井県内水面漁業協同組合連合会、2012 年

（平成 24 年））、福井県水産課 

 

②漁業の付加価値を高める６次産業化 

 当システムの２つ目の特長として、６次産業化による収入の確保がある。 

 フナやコイなどの伝承料理への加工・販売、江戸時代から続くウナギのブランドイメ

ージを活用した飲食店経営により漁業の付加価値を高めてきた。 

 漁業者は、早朝より漁場に出かけ、フナ、コイ、ウナギなどを捕獲し、それを新鮮な

うちに自分でさばき、煮つけや刺身などに自らが加工し、それを周辺住民に販売してき

た。また、民宿との複合経営や宿泊者等を対象としてウナギ漁体験などに取り組むなど、

６次産業化を進めている。さらに、地域の特産物である梅や水稲を栽培し、飲食メニュ

ーに活用している。 

漁業者の６次産業化により漁家収入を高め、その収入の一部は漁業協同組合の会費と

して徴収され、フナの採卵・稚魚生産・放流などの活動費として活用されている。 

 

 （伝承料理に加工・販売する６次産業） 

 鳥浜漁業協同組合（三方湖）に属する３戸の組合員は、自ら捕獲したウナギ、フナ、

コイ、テナガエビなど三方湖で捕獲した魚介類を

自ら加工・販売している（写真５）。 

 三方湖周辺においては、家庭ごとに伝えられて

きた魚を食べる文化がある。組合員らはこの伝統

的な食文化を活用して、フナやコイの甘露煮、ウ

ナギのかば焼き、テナガエビの佃煮などを加工・

販売、さらに地域の主要農産物である梅干しなど

を加え、惣菜や弁当などを製造し販売している。 
 

写真 5 伝承料理に加工されるコイ 

年度 
魚種 

（単位 ㎏／年） 

 



 

13 

 

 （口細青うなぎ、フナの刺身など地域ブランド 

  を提供する６次産業） 

鳥浜漁業協同組合（三方湖）の組合員が経営す

る飲食店の１つでは、「口細青うなぎ」などを提

供している。その店では、ウナギ、フナ、コイを

三方湖で捕獲し、自ら加工・調理している。ウナ

ギ料理を中心に来訪者に提供しており、休日には

店外にも行列ができるほどの人気店である。 

 また、海山漁業協同組合（水月湖・菅湖）の組

合員が経営する飲食店では、通年、湖で捕獲した魚を提供し、冬季には全国的にめずら

しいフナの刺身を提供している（写真６）。 

 

 （漁業体験や交流による６次産業） 

 海山漁業協同組合（水月湖・菅湖）の組合員が経営す

る民宿では、漁業との複合経営を行っている。さらに、

水稲や梅を栽培し、民宿の食事に提供している。 

 また、民宿客を対象に、湖の漁業の体験や梅栽培の体

験などを行い、三方五湖の魅力を伝えている（写真７）。 

 

 １－２）たびたび発生する水害への速やかな回復力 

 当システムの３つ目の特長として、水害からの回復力

があげられる。当地域では、度々発生する洪水により、

船や漁具が破損した（５年に１回の頻度で発生、写真８）

が、漁具を小型化・低コスト化し、洪水で破壊されても経済損失を少なくとどめ、すぐ

に修復できるようにして水害を克服してきた。 

 また、漁業収入の減少を補うための未利用魚の商品化や、水稲・梅栽培を行うことで

収入のリスク分散により回復力の強化を図ってきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 6 フナやコイの刺身などを 

提供する飲食店メニュー 

 
写真 7 民宿客にウナギ筒 

漁を教える漁業者 

  

写真 8 強い降雨後のはす川流入河川の激しい流れ（左）と

三方湖畔の洪水（右） 2011.5.30 
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 （速やかに回復できる漁具・漁法） 

 当地域では、概ね５年に１度、洪水災害が発生してきた。湖は、急峻な山地に囲まれ

ていることから、山地に降った雨は一気に流れ込む。そのため、湖の周辺は浸水し、湖

内には大量の流木が流れ込み、漁船が運行できなくなるだけでなく、設置していた漁具

を破壊し、流失することがしばしばであった。 

 三方五湖で用いる漁具は被災しにくいように、かつ、破壊されても速やかに修復でき

るよう小規模に留めている。このような対応で、度々発生する水害に対して速やかに回

復し、伝統漁法を受け継いできた。 

漁業に用いる漁舟は定員２名ほどの（波に強く改良した）小さな和舟であり、漁具も

１人でも扱える数十メートルの刺し網程度としている（写真９）。そして、漁具は、船

外機以外はすべてが人力によるものである。こうした漁具・漁法は大きな特長であり、

漁業者の工夫の蓄積である。 

当湖の漁法の特長である漁具の小型化・低コスト化を継続していくことで、共有資源

を保全し、速やかな回復力の維持に努める。また、災害が多発する現代において、組合

間の助け合いが必要であり、協調性のある地域づくりを継続している。 

 

  

写真 9 たたき網漁に用いられる三方湖の漁舟（左）と漁具（右） 

 

（災害を乗り越える漁業者経営の工夫） 

 漁業者は、水害や漁獲量の減少による漁業収

入の不安定を補うため、水稲や梅栽培を組み合

わせた生業複合（写真１０）や、未利用魚の活

用で生計を確保してきた。 

 水害により漁業活動ができなくなることだ

けでなく、ウナギの遡上減少に伴う漁獲の減少

などの自然災害に見舞われてきたが、漁獲の対

象としていなかったテナガエビを商品化する

など漁業者の柔軟な対応で、不安定な漁業収入

を補ってきた。  

 
写真 10 漁業と生業複合する 

梅栽培 
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（２）農業生物多様性 

 ２－１）当システムに直接的または間接的に用いられる生物多様性 

 当湖には、２９科６３種と多様な魚類が生息し（表３）、同規模の湖と比較し種類が

多い。当システムは、フナ、コイ、ワカサギ、ウナギなど８種の魚種と、テナガエビ、

シジミなど３種の魚介類を漁業に活用している（写真１１）。 

 漁業により適度に大型魚を漁獲することで、６３種という生息魚種が示す生物多様性

の保全につなげている。 

これらの魚介類は、１ｍを超えるコイ（写真１２）や大きくなっても皮や肉質が硬く

ならないウナギなど、餌環境が優れていることを表している。生態系ピラミッドの下層

部に位置する小動物や植物などの間接的に用いられる生物多様性に優れている。 

 当湖における生態系ピラミッドでは、漁獲の対象となる大型魚を頂点として、多様な

魚類が食物連鎖の関係にある。当湖では、ピラミッドの底辺を支える小型魚に特徴があ

る。特に、タモロコ、イチモンジタナゴなどは日本固有の魚類であり貴重である。 

 これらの直接的又は間接的に利用される生物多様性は、ラムサール条約湿地の登録に

おいて、世界的に評価されている。 

 

 

 （漁業システムに直接的に活用される生物多様性：漁獲の対象となる多様な魚種） 

 当システムは、淡水域にすむフナ、コイ、ワカサギ、汽水域にすむテナガエビ、シジ

ミ（ヤマトシジミ）、そして、淡水から汽水にすむウナギ（ニホンウナギ）など、湖ご

とに異なる魚種を漁業に活用してきた。 

ニホンウナギ 

フナ類 
コイ 

シラウオ 

ワカサギ 

テナガエビ 

マハゼ ヤマトシジミ 

写真 11 三方五湖の漁獲対象種 
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 三方五湖において、魚類が生息する場所は５つの湖でそれぞれ異なる。三方五湖の漁

業者は、それぞれの湖に生息する魚種を漁獲対象とし、漁獲対象に適応させた漁獲方法

を発達させてきた。三方五湖の最上流に位置し、概ね淡水の三方湖ではフナ、コイなど、

おもに淡水域に生息する魚類を漁業に活用してきた。 

最下流に位置し汽水の久々子湖では、ハゼ、シジミなど、おもに塩分濃度の濃い汽水

域に生息する魚介類を漁業に活用してきた。さらに、海と淡水を往来するウナギは、三

方五湖全体で共通して漁獲対象としてきており、三方五湖の漁業ブランドを築いてきた。 

 

 （漁業システムに間接的に活用される生物多様性） 

 三方五湖が多様な魚類を育む理由は、周辺の森から流れ込む河川の淡水と日本海の海

水が行き来する一方で、５つの湖は地形的に独立していることから、それぞれ特有な環

境条件を有しているためである。 

 湖では、コイ、フナ、ウナギなどの大型魚の他に、様々な小型魚や底生動物が生息し

ている。これらの小型魚や底生動物は大型魚の餌となり、漁業システムを支えている。 

主要魚種であるウナギは、口細青うなぎと言われ、ゴカイ類を餌とし、大きくなって

も皮や肉質が柔らかく、三方五湖の生物多様性が生み出す極上の一品である。当湖の豊

富な魚類は、底生動物の豊かさが支えている。 

 また、小型魚のワカサギやシラウオのように直接的に漁業に活用されている魚種があ

るが、ヌマチチブ、モツゴなど他の小型魚の多くは大型魚の餌となり、間接的に漁業に

活用される。 

小型魚のなかでタモロコ、イチモンジタナゴなどは日本固有の魚類であり、三方五湖

のラムサール条約登録において、世界的に評価されている遺伝資源である。 

こうした様々な魚種がそれぞれの役割で生態系を構成し、漁業システムを支えている

意義において、三方五湖の農業生物多様性の価値は世界的に評価されるものである。 

 

 

  

写真 12 三方湖（左）や水月湖（右）でたびたび捕獲される、体長１ｍを超えるコイ 
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表 3-1 三方五湖の魚種 

 
＊表 3-2 に続く 

 

 

 

 

 

久々子湖 三方湖 水月・菅湖

ヤツメウナギ ヤツメウナギ カワヤツメ ○ ○ ○

ウナギ ウナギ 二ホンウナギ ○ ○ ○ ○

ニシン ニシン サッパ ○ ○

ニシン ニシン コノシロ ○ ○ ○

コイ コイ コイ ○ ○ ○

コイ コイ ゲンゴロウブナ※ ○ ○ ○

コイ コイ ナガブナ ○

コイ コイ フナ類 ○ ○ ○ ○

コイ コイ ヤリタナゴ ○ ○ ○

コイ コイ イチモンジタナゴ ○

コイ コイ アカヒレタビラ ○

コイ コイ ワタカ※ ○

コイ コイ ハス ○ ○ ○

コイ コイ オイカワ※ ○ ○ ○

コイ コイ カワムツ ○ ○ ○

コイ コイ ソウギョ※ ○

コイ コイ アブラハヤ ○

コイ コイ タカハヤ ○

コイ コイ ウグイ ○ ○ ○

コイ コイ モツゴ ○ ○ ○

コイ コイ ヒガイ類 ○

コイ コイ ムギツク ○

コイ コイ タモロコ ○ ○ ○

コイ コイ カマツカ ○ ○

コイ ドジョウ ドジョウ ○

コイ ドジョウ シマドジョウ ○

ナマズ ナマズ ナマズ ○

ナマズ アカザ アカザ ○

ナマズ ゴンズイ ゴンズイ ○

サケ キュウリウオ ワカサギ ○ ○ ○ ○

サケ アユ アユ ○ ○ ○ ○

サケ シラウオ シラウオ ○ ○ ○

サケ サケ サケ ○ ○ ○

サケ サケ サクラマス ○

サケ サケ サツキマス※ ○

トウゴロウイワシ トウゴロウイワシ トウゴロウイワシ ○ ○

ダツ メダカ キタノメダカ ○

ダツ サヨリ クルメサヨリ ○ ○ ○

ダツ サヨリ サヨリ ○ ○

トゲウオ トゲウオ イトヨ（降海型） ○ ○

カサゴ カジカ カマキリ ○

スズキ スズキ スズキ ○ ○ ○

スズキ シマイサキ シマイサキ ○ ○

スズキ サンフィッシュ ブルーギル※ ○ ○

スズキ オオクチバス※ ○ ○ ○

スズキ アジ マアジ ○

スズキ ヒイラギ ヒイラギ ○

スズキ ヒイラギ ヒメヒイラギ ○

スズキ ボラ ボラ ○ ○ ○ ○

スズキ ボラ セスジボラ ○

スズキ ボラ メナダ ○ ○ ○

目名 科名 種名 漁獲対象魚
確認
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表 3-2 三方五湖の魚種 

 
注 1：当システムで保全される魚種は本表 70 種から外来種（7種）を除いた 63 種としている。 

注 2：三方五湖では、漁獲対象魚（8種）にシジミ、テナガエビ、エムシを加えた 11 種を活用している。 

資料：「Ciconia（福井県自然保護センター研究報告）16:45-61（2011）三方五湖水域の魚類相とその特

性」（福井県海浜自然センター、2006-2007 年）、「福井県の陸水生物」（福井県、平成 10 年 3月）、

三方五湖自然再生協議会資料 

 

 ２－２）森・里・川・海の連環の象徴「オジロワシ・オオワシ」 

 三方五湖にすむ魚類と、オジロワシ（写

真１３）、オオワシといった、魚類を餌とす

る希少な鳥類を含めた生態系は、三方五湖

の農業生物多様性の豊かさの象徴であり

世界的に重要である。 

 水域と森を往来するオジロワシ、オオワ

シの存在は、三方五湖において森・里・川・

海の連環を象徴している。 

  

 （鳥類の生息地として 

     世界的に重要な三方五湖） 

 三方五湖には、毎年、オジロワシ、オオワシの冬季の定期的な飛来がある。オジロワ

シは、ワシントン条約付属書Ⅰの掲載種であるように国際的に希少性が高い鳥類である。

また、オジロワシ、オオワシは絶滅危惧種（環境省絶滅危惧Ⅱ類）に指定される、全国

的に見て希少性の高い鳥類である。 

久々子湖 三方湖 水月・菅湖

スズキ イソギンポ イソギンポ ○

スズキ ドンコ ドンコ ○

スズキ ハゼ シロウオ ○ ○ ○

スズキ ハゼ ミミズハゼ ○

スズキ ハゼ スミウキゴリ ○

スズキ ハゼ ウキゴリ ○ ○ ○

スズキ ハゼ ウキゴリ類 ○

スズキ ハゼ ビリンゴ ○ ○

スズキ ハゼ ビリンゴ類 ○

スズキ ハゼ ウロハゼ ○ ○ ○

スズキ ハゼ マハゼ ○ ○ ○ ○

スズキ ハゼ アシシロハゼ ○

スズキ ハゼ シマヨシノボリ ○

スズキ ハゼ ゴクラクハゼ ○ ○ ○

スズキ ハゼ トウヨシノボリ ○ ○

スズキ ハゼ ヨシノボリ類 ○

スズキ ハゼ ヌマチチブ ○ ○ ○

スズキ ハゼ チチブ ○ ○ ○

スズキ ハゼ チチブ類 ○ ○

スズキ アイゴ アイゴ ○

カレイ カレイ ヌマガレイ ○ ○ ○

カレイ カレイ イシガレイ ○

フグ フグ ヒガンフグ ○ ○

フグ フグ クサフグ ○ ○

8 49 49 42合計：13目29科70種

目名 科名 種名 漁獲対象魚
確認

 

写真13 三方五湖上空を飛ぶオジロワシ 
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 オジロワシ、オオワシは、いずれも魚類を捕食するタカ目の猛禽類である。そして、

三方五湖は、オジロワシが定期的に飛来する場所としては、日本国内の南限に位置する

とされる。 

 オジロワシ、オオワシは、いずれも水辺で魚類を捕食し、周辺の森林で休息する。す

なわち、水辺と森が連続的に、かつ、安定的に存在することが必要であり、三方五湖は、

オジロワシ、オオワシの生息に必要な豊かな魚類資源が存在する水辺と豊かな森をつな

いでいる。資源保全する湖の人の営みと豊かな森をつなぐ象徴である。 

 

２－３）渡り鳥の餌、ゴカイなどの底生動物を育む湖の浅瀬 

 三方五湖の湖辺の浅瀬は、多様なシギ・

チドリ類などの鳥類の「渡り（Bird 

migration）」の拠点にもなっている。 

 湖には、毎年、ホウロクシギ（写真１４）、

トウネン、チュシャクシギ、タシギ、オオ

ジシギなどが定期的に飛来する（福井県自

然環境保全調査研究会、１９９９年（平成

１１年））。シギ・チドリ類は、浅い汽水域

に飛来し、ゴカイ類など砂地に生息する底

生動物を餌とする。 

 

シギ・チドリ類が毎年飛来するということは、久々子湖に多様な生物が生息する浅場

が存在するということを示すものであり、これは漁業者がシジミ漁を行うために守って

きたものである。 

 また、三方五湖は、カモ類の福井県内最大の飛来地である。 

カモ類は、繁殖地となるシベリア大陸と、４，０００ｋｍ離れた越冬地となる日本を毎

年往来する鳥類で、国際的に重要な生息地であるともいえる。 

 キンクロハジロ、ホシハジロ、ハシビロガモなど毎年数千羽のカモ類が、餌となる湖

の豊富な小動物を求めて飛来する。 

 

  

 

写真 14 湖の浅瀬でゴカイを食べる

ホウロクシギ 
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（３）地域の伝統的な知識システム 

 明治時代から続く湖ごとの漁業協同組合

を単位とした活動により、組合ごとに対象魚

の特性に応じた漁獲技術と漁業ルールを伝

承し、漁法や漁場を持続的に管理する漁業シ

ステムを形成している。 

４００年の歴史をもつ三方湖のたたき網

漁（吉田家文書１６０９年、写真１５）をは

じめ、水月湖・菅湖ではウナギ筒漁、久々子

湖ではシジミ漁といった、湖ごとの水深や湖

底形状に適応させた独創的な技術がある。 

 

 ３－１）障害物が多く浅い水深に適応した三方湖の“たたき網漁” 

 「たたき網漁」は、漁師が水面を竹竿で叩き、冬季、冷たい水温のためじっとしてい

るフナやコイを驚かせ、あらかじめ仕掛けた刺し網に追い込む、三方湖の地形、気候等

を活かした独創的な漁法である。たたき網漁は、４００年以上の歴史をもつ地域固有の

漁法であり、その技術を受け継いでいる。 

 

 （古文書が伝える、たたき網漁４００年の歴史） 

 たたき網漁は、地元に残る古文書にある記載から、４００年を超える歴史があること

がわかっている。三方五湖では、漁業に関連する記載が豊富な古文書が多く残る。古文

書の中では湖辺の集落間の漁業権をめぐる争いの記録があり、そのなかに、湖で捕獲し

た漁獲物や漁法などの記載がある（写真１６）。こうした古文書から、三方五湖では古

くから漁業が湖辺集落の生活を支えて

きていることが読み取れる。 

 そして、たたき網漁に関しては、海山

集落に残る吉田家文書（１６０９年（江

戸時代 慶長１４年））に「たゝきあみ」

の文字があり、少なくとも１６０９年

より以前からたたき網漁が存在してい

るといえる。ほかにも、享保年間の武長

家文書（１７１６～１７３６年）、千田

家文書（１８７６年）など、たたき網漁

に関する記載が度々現れる。 

 このように、たたき網漁は４００年

の歴史を持つことが明らかである。 

 

写真 15 たたき網漁 

 
写真 16 三方五湖の漁業を記録した古文書 

※写真は三方五湖漁業に関する最古の史料。

宇波西神社文書で、旧気山川での網漁に関す

る記載がある。 
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 （障害物の多い三方湖の 

      地形等に適応した独創的な漁法） 

 たたき網漁は、三方湖のみの独特な漁法である。 

 三方湖は、水深が概ね２．５ｍと浅く、また、湖

に流入するはす川から流れ着いた木竹が大量に湖

底に存在する。湖底にたまった木竹は、湖に生息す

る魚類にとっては生息地として機能する一方で、漁

業者にとって湖底の木竹は障害物となり地引網の

ように湖底に網を引きずって漁獲することができ

ない。 

 そこで、三方湖が浅い水深であることと冬季に魚

類の活性が低くなることを活かし、竹竿で水面を叩

いて突然の大きな音をたて、驚いて逃げ惑う魚たち

が障害物から出たところで刺し網で捕獲する技術

として開発し、今日に受け継いでいる。三方湖のた

たき網漁は、湖の地形や気候等を活かした、きわめて独創的な漁法である（図４）。 

 

 （乱獲を防ぐ漁業者の知恵の伝承） 

 たたき網漁は、フナ、コイを対象に刺し網で捕獲するものである（写真１７）。たた

き網漁で用いる刺し網の目の大きさは１３～１６ｃｍの間で、０．５～１．０ｃｍ間隔

で異なる目の大きさの網が何種類も用意される。これは、捕獲する対象魚によって異な

るものである。さらには、たたき網漁で用いられる網は、乱獲を防ぐため、その年の幼

 
写真 17 たたき網漁による漁

獲（フナ、コイ） 

 

図 4 たたき網漁の模式図 
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魚の生育具合で網を替える。 

 たたき網漁の漁期は１１月中旬～１２月初め頃から３月末頃までとなっており、“網

下ろし”といわれる初漁日は、縁起のよい大安の日が選ばれる。 

  

 ３－２）一流シェフが絶賛する「口細青うなぎ」を獲る“ウナギ筒漁” 

 三方五湖のウナギは、世界ランク８位にもな

った東京の一流シェフに極上と絶賛された天然

のウナギであり、「ウナギ筒漁」という伝統的な

漁法で捕獲する（写真１８）。ウナギ筒漁は、竹

筒等を湖底に沈め、すみかと勘違いして筒に入

ったウナギをそっと掬いあげるため、魚に傷を

つけることなく、かつ乱獲しない工夫をこらし

た漁法である。この漁は江戸時代より続き、三方

湖、水月湖、菅湖、久々子湖で行われる。 

 

 （江戸時代から伝わる、ウナギ筒漁の歴史） 

 三方五湖のウナギは江戸時代から現在まで、高品質として知られる。 

 歴史的には小浜藩の御産物に指定されており（宇野家文書 １８６０年）、京都では数

ある産地の中でも最高グレードを誇っていた（小野欄山 １８０５年）。その品質の高さ

は、現代の一流シェフが認めるように、現在に引き継がれている。 

 ウナギ筒漁は、江戸時代末期（１８４１年）にさかのぼる。一方で、それ以前からウ

ナギ漁は行われていたことが地元の古文書でわかっており（吉田家文書 １６０９年）、

三方五湖におけるウナギは、今も昔も重要な位置づけである。 

 

 （三方五湖の地形等に適応した独創的な漁法） 

 ウナギ筒漁は、竹筒等を湖底に沈め、すみかと勘違い

して筒に入ったウナギをそっと掬いあげる漁法である

（写真１９）。網や針を用いないため、魚に傷がつくこと

はない。ウナギ筒漁には、長さ１２０ｃｍ、直径７ｃｍ

度の節を抜いたマダケ等でつくった筒を用いる。現在で

は塩ビ管を用いることも多いが、その形は江戸時代から

変わらない。筒を２～３本結束し、さらに別の縄で水平

になるよう左右均等に結び合わせて湖底に沈めてウナ

ギを獲る。 

 この漁法では誘引餌は用いない。ウナギが狭い場所に

入り込む習性を利用したものであり、ウナギは餌が無くても自ら筒に入る。ウナギ筒漁

 

写真 18 一流シェフが絶賛する

口細青うなぎ 

 
写真 19 ウナギ筒漁 

（水月湖） 
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では、水底に沈めた筒を数日間設置したのち、ウナギに気づかれないように、水平に素

早く、一方で静かに取りあげ、タモ網で受けて捕獲する。三方五湖では地形や湖底の形

状が複雑であることからウナギが寝床にとる場所は概ね限定され、しかも２～３ｍほど

の水深の場所に集中する。そこで、小型の舟で仕掛けた筒に近づき、手作業で静かに回

収できるなど、三方五湖の地形に適した漁法である（図５）。 

 

 

 （効率的かつ資源保護を伝えてきた漁業者の知恵） 

 ウナギ筒漁は、筒の両側が空いており人力により静かに実施する必要がある。したが

って、ウナギ筒漁では網漁や延縄漁のように大量に獲ることはないため乱獲に陥らず、

持続できる漁法として現在に受け継いでいる。 

 

 ３－３）うまみの濃いシジミを捕獲する、“シジミ漁” 

 久々子湖の「シジミ漁」は、漁業者が自ら湖に入り、

ジョレンを用いて人力で捕獲する。久々子湖は水深が

ごく浅く遠浅であり、海に接することから塩分濃度が

高いことでうまみの濃いシジミが育つ（写真２０）。

シジミ漁は、地元の古文書から江戸初期から続くこと

が判明している伝統的な漁法である。現在でも久々子

湖のシジミ（ヤマトシジミ）は地元で好んで食され、

漁師による観光客・地元の子どもたちへの体験指導が

行われるなど現在でも行われる漁法である。 

 

 （江戸時代にさかのぼる久々子湖のシジミ漁） 

久々子湖でのシジミ漁は明治初期以前から行われてきた（加茂家文書 １６５８年、 

１７２９年）。たたき網漁やウナギ筒漁とは異なり、シジミ漁に関する古い文書記録は

久々子湖に関するもののみであることから（例：加茂家文書 １６８６年、１７２９年、 

 

図 5 ウナギ筒漁模式図 

 

写真 20 久々子湖のシジミ

（ヤマトシジミ） 




